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科学「・」技術 

三重大学大学院工学研究科長 
伊藤 智徳

「この授業は技術家庭ではない。技術・（ポツ）

家庭である」。 

今は昔、私の中学校時代に技術家庭という授業

科目があった。その授業冒頭に発せられた担当の

先生の言葉である。小学校では家庭科という授業

科目があったので「そうか中学校では技術を習う

んだ」と思ったことが妙に印象に残っている。現

在でも技術・家庭の授業は存在し、その技術分野

の目標は「ものづくりなどの実践的・体験的な学

習活動を通して、材料と加工、エネルギー変換、

生物育成及び情報に関する基礎的・基本的な知識

及び技術を習得するとともに、技術と社会や環境

とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に

評価し活用する能力と態度を育てる（文部科学省

新学習指導要領第２章第８節）」とのことである。

閑話休題。 

６月５日付けの日本経済新聞Web刊に「STAP白紙

に 科学技術立国へ正念場」の見出しがあった。

相変わらず世間を騒がせている「STAP」にも困っ

たものである（というよりも情けない）が、当た

り前のように使われている「科学技術」という表

現にも違和感を覚えた。1980年代の日本経済華や

かなりし頃、「日本は欧米の科学の果実をただで掠
かす

め取って繁栄を謳歌している」という“基礎研究

ただ乗り論”が興ったことがある。この欧米から

の批判に対する反省として「科学」と「技術」の

違いについても結構な議論があったように記憶し

ている。要は「科学と技術は別物であって、その

違いを認識する必要がある」的なものである。そ

の観点から上記の技術・家庭における技術分野の

目標を眺めてみると、科学から得られた基礎的・

基本的な知識に基づいて、技術を通して社会との

かかわりを学ぶと理解することができる。また件
くだん

のSTAP問題は、公開原則の科学と非公開原則の技

術が悪い意味で渾然一体となった状況で起こった

と考えることができるかもしれない。 

とりとめのないことを書き連ねてきたが、私の

中にある科学と技術は別物との意識が、科学技術

という言葉に違和感を覚える原因となっているよ

うに思える。技術・家庭ではないが「科学・技術」

と表現されるとしっくりとくる。和魂洋才という

言葉に代表されるように、日本人は相異なるもの

を融合させることに長けた民族である。本来は別

物の（と私は思っている）科学と技術を「科学・

技術」を経て、互いの良い点を活かした真の「科

学技術」とすることが、日本の国力回復に結実し

て行くと考えている。その意味でも科学と技術の

橋渡しをする「・（ポツ）」の役割はきわめて重要

である。大学を科学する組織、企業を技術する組

織と置き換えて考えれば、TLOはまさにこの「・」

に当たるのではなかろうか。最近の日本の政策に

大きな影響を与えている産業競争力会議において

も、当初から経済成長における科学技術の役割の

重要性が指摘され続けている。経済成長だけにこ

だわると少々品がよろしくないが、工学研究科は

地域力ひいては国力の充実を目指して、今後ます

ます真の科学技術を志向した教育、研究を推進し

て行く予定である。これまで以上に「・（TLO）」の

役割に期待するところ大である。
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CO2削減を目指した｢スマートキャンパス｣事業の歩み 

三重大学 大学院地域イノベーション学研究科 教授  坂内 正明 

 
1. 全学で取り組むスマートキャンパス 

本学は H23 年に学長が｢世界一の環境先進大学｣を目指して､積極的なリーダーシップを発揮することが社会

的な責任であると宣言し､実現に向けて以下に示す３つの項目を実行してきました｡ 

① 低炭素社会構築の形成過程を三重から日本、世界に発信する施設を建設すること 

② 再生可能エネルギーを効率的に活用する先進的エネルギーマネジメントシステムをキャンパスを活用して実証する 

③ 学生と教職員が協力して環境･省エネ活動を行う 

 
2. 取り組みの背景, 経緯と目的 

(１)背景 

H21 年に｢世界一の環境先進大学｣を目指す省エネルギー中長期計画を策定しました｡一方､キャンパス内に

は近年新たな建物(新病院、 ｢環境･情報科学館(MEIPL 館)｣、地域イノベーション学研究開発拠点施設)が新

設され､延床面積はH25 には H22 年に比べ+63,331 ㎡(+26.3%)増加しており､エネルギー需要が大幅に増加傾

向にあります｡同時に電力ピークも増え続けているため､省エネルギー､CO2排出量の削減とピーク電力の抑制､

加えて防災時の電源供給が強く求められたので､省エネルギー､CO2 排出量を削減するスマートキャンパス事

業をH23年10月にスタートしました｡ 

 

(２)経緯及び目的 

(a)革新的な省エネ設備の導入による省エネルギー（スマートキャンパス事業） 

スマートキャンパス事業の目的は｢創エネ・蓄エネ・省エネを有機的に組み合わせた革新的な省エネル

ギー設備を導入し省エネルギー、CO2 排出量削減とピーク電力抑制を実現することです｡CO2 原単位の削

減目標はH22年比24%としました｡ 

(b)全学の学生・教職員の節電への取り組み 

学生・教職員が参加して環境・省エネルギーや電力デマンドを抑制する自主的な活動を行ってきました｡ 

(ⅰ) MIEUポイント（MIE:三重、 U:Universityと'あなた（yoU） 'を意味する） 

在学の各自が実践した環境・省エネの活動を携帯端末から容易に入力し､その成果を行動した人に即

座に｢見える化｣するシステムを構築し､改善行動にインセンティブを与える活動を行ってきました｡ 

(ⅱ) デマンドレスポンス（節電活動） 

本学の電力のピークデマンドは前期末試験前の７月末に発生します｡2013年７月末の特定期間（９日間）

に全学で節電行動を実施しました｡ 

(ⅲ) 緑のカーテン 

学生が主体となる温暖化抑制活動の一つとして､日射が強い校舎の前面に植物を植える｢緑のカーテン｣

を学内に作成しました｡冷房負荷の低減とCO2吸収を目的とした活動を行ってきました｡ 

 

≪スマートキャンパス実証事業スケジュール≫ 
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◆ 研 究 室 紹 介 ◆ 

三重大学医学部看護学科成人・精神看護学講座 

(兼)看護学専攻修士課程精神看護学分野 

   看護学専攻修士課程ストレス健康科学分野 

   医学系研究科ストレス科学分野 
教授 小森 照久 

 
精神科医として精神疾患全般の診療を行ってい

ます。うつ病の成因、病態、治療が主な研究テー

マで、神経化学などの生物学的な研究を行ってき

ました。他方で、精神疾患には多様な側面がある

ことから、代替医療、特に、香りの作用の科学的

解明や臨床応用も行ってきました。うつ病にはス

トレスの関与があることが多く、ストレスの緩和

にも取り組み、７年前に看護学科に移籍してから

は研究の中心になっています。 
香りの抗ストレス作用、抗うつ作用、抗不安作

用、睡眠への効果の研究は25年来のテーマです。

これらはアロマセラピーとして一般にも行われて

いますが、伝承や経験によることが多く、科学的

根拠に基づく応用を目指しています。最近では三

重TLOとの共同研究として、熊野古道馬越峠ウォー

キングによるリラックス効果、夢古道の湯入浴に

よるリラックス効果の研究にも関わりました。さ

らに、三重TLOとは、尾鷲市の健康指針作成や自殺

予防対策、うつ病の啓蒙などの仕事を共同で行っ

てきました。 
その他にも、サプリメントメーカーとの共同研

究によってリン脂質や不飽和脂肪酸の高齢者うつ

病や発達障害に対する効果や、ウルソール酸含有

弾性ストッキングによる看護師のストレス緩和な

ど研究は多岐にわたっています。 
産業医資格があり実務も行っています。企業内の

メンタルヘルスの増進も研究したいと考えています。 

ストレス緩和による健康、特にメンタルヘルス

の増進、うつ病予防などについて、三重TLOとの関

係を中核とした産学、産官学共同研究をさらに 
推進していきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

三重大学人文学部法律経済学科 

マーケティング論研究室 
教授 後藤  基 

 
マーケティング論研究室では、企業・組織・団

体活動の市場への創造的適応戦略（政策）につい

て研究を行っています。 
１．企業のリスクマネジメント―BCP 研究 

三重県下には多種の優れた企業が多数存在しま

す。これらの企業がどのような場合でも企業活動

を継続して行うことは極めて重要なことです。こ

れまで四日市、鈴鹿市、伊賀上野商工会議所参加

の企業を対象とした BCP 作成と企業間ネットワー

クの組織化を行っています。この研究は、三重県

下全ての事業所を対象として BCP を確立すると共

に、県全体でのリスク管理ネットワークを構築す

ることを研究目的としています。 

２．地域自治体の活性化策のための調査・分析と

政策化の研究 

2011 年から 2012 年には鳥羽市の離島の活性化

に向けた調査と活性化策研究を行いました。地域

人口の減少に伴い自治体政策は厳しい状況にあり

ます。その中でも、離島はさらに深刻な問題や課

題を抱えています。著しい高齢化、生活支援施設、 
インフラ整備等々の課題が山積しています。全島 

をくまなく調査し、分析結果を現地に戻した後に

これからの方向性を明らかにしました。2013 年に

は伊賀市の中心市街地の活性化に向けた調査・研

究を行いました。一地域の経済循環を考えた場合、

地域の中における中心市街地は重要な役割を持っ

ています。中心市街地は人的、文化的など重層的

な価値をもっています。それらを当該自治体や事

業所が経営に活用することは計り知れない資源で

す。伊賀市の中心市街地内の事業者と住民への

其々２回の調査、買い物環境調査、夏祭り調査等

多面的な角度からの調査分析を行い今後の方向性

を示しました。 
 
その他の研究では、事業所の観光部門とのコラボ

レーション企画として、顧客志向に沿った観光の在

り方やコースの企画・提案の研究を行っています。 
今後も県下の企業・組織・団体が旺盛な活動を

展開できるような研究を進めていきます。 

 

 

 

 

 

≪近赤外線光トポグラフィーの様子≫ 

脳血流に対する効果を測定できる。 

レモンの香りは脳血流を増加させ、脳を活性化する。 

バレリアンの香りは脳血流を減少させ、脳を鎮静化する。 










